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参考論文

私たちの研究室は2015年1月1日にスタートしたBIKEN次世代
ワクチン協働研究所の3つの研究室のひとつです。他のふた
つの研究室(ワクチン創成プロジェクト、粘膜ワクチンプロジェ
クト)とも協力・連携しながら研究を進めています。当研究室で

は、高い安全性と確実な有効性を同時に満たす次世代型ワク
チンの開発を目標に、具体的には下記の３つのテーマを柱に
しています。

１）感染症やがんにおけるT細胞エピトープの探索・同定
２）抗原提示における免疫間相互作用の理解
３）A/D型CpG核酸アジュバントの開発・改良

ワクチンは免疫のしくみを介して生体に作用して感染症を予
防します。天然痘やポリオの克服に代表されるように最も成
功した医療技術の一つです。免疫学の発展によって、ワクチ
ンの作用を分子や細胞の言葉で説明することが可能になりつ
つありますが、そのメカニズムを完全に理解したとはいえませ
ん。ワクチンメカニズムを総合的に理解することで、より安全
で効果的な次世代型ワクチンをつくることが可能になります。
また最近では感染症の枠組みをこえて、アレルギー、自己免
疫疾患、がん、生活習慣病に対しても「ワクチン」によるアプ
ローチが期待されています。
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２）抗原提示における免疫間相互作用の理解

３）A/D型CpG核酸アジュバントの開発・改良

抗原提示の場における抗原提示細胞-T細胞間の相互作用の可視化等に
より、各種抗原提示細胞によって誘導される免疫応答およびCD4/CD8T細

胞間相互作用メカニズムを解明し、各感染症に適したワクチン開発の実現
を目指しています。

高いIFN-誘導活性を有し、かつ生理食塩水に溶解可能な改良型D35
を開発しました(特許出願中)。将来の臨床応用を目指してD型関連核酸
アジュバントの改良・開発を進めています。

はじめに

↑ 研究室HPはこちらのQRコードからもアクセスできます。

研究テーマ

自己免疫疾患（膠原病）、がん、感染症などにおける主要なT細胞エピトープ
を同定するシステムの構築・開発を進めています。
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全員で７名の研究室です。T細胞、抗原提示、核酸アジュ

バント等について興味のある方は右下の連絡先までご連
絡ください。


